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滝
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お
ザ
の
干
消
防
巡
動
向

一
部
と
し
て
、

克
に
は
町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
重

大
使
命
か
ら
6
月
刊
白
川
町
天
に
恵
ま

れ
た
中
で
山
防
総
A
H
出
割
引
が
実
胞
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
団
円
以
肝
名
、
来
賓
と
し
て
町

長
、
議
長
や
市
品
川
H
を
始
的
に
地
元
川

体
長
、
更
に
は
北
桧
山
符
終
判
長
や

大
成
を
合
む
北
部
4
町
の
消
防
団
長
、

支
記
長
時
》
刊
名
が
出
席
し
た
中
で、

凶
円
以
が
市
内
を
行
進
し
た
後
、

川
A

，

金
中
学
校
跡
地
に
お
い
て
、
人
民
や

服
装
、
機
械
掠
H
H
の
知
公
が
あ
り
、

町
長
を
始
め
と
す
る
米
質
問
係
者
の

観
閲
が
あ
り
ま
し
た
.

更
に
は
実
戦
さ
な
が
ら
の
ポ
ン
プ

掠
法
や
分
列
行
進
、
後
志
利
別
川
に

お
い
て

一
斉
放
水
訓
緋
を
実
施
、
川

口以
内
平
常
時
に
お
け
る
心
が
け
の
成

果
の
か
い
が
あ
っ
て
見
事
也
実
演
よ

り
で
し
た
。

こ
の
後
、
全
楠
山
消
防
総
合
訓
練

大
会
が
奥
尻
町
で
開
催
さ
れ
る
予
定

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
う
し

た
訓
練
に

つ
い
て
的
防
で
は
.
「
火
の

も
と
に
は
充
分
に
気
を
つ
け
て
ほ
し

い
。
」
と
抗
し
て
い
ま
し
た
。
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保育園の草刈 |[4Hクラブ員が保育所、

6
月
比

H
4
H
ク
ラ
フ
n
叫
が
今
金

保
育
所
、
小
百
合
保
育
悶
の
庭
闘
の

草
刈
を
運
動
会
や
各
種
行
事
前
に
と

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
草
刈
に
は
、
ク
ラ
ブ
円
以
各
位

が
刈
払
機
を
持
参
し
て
の
労
働
奉
仕

で
す
。
こ
の
市
中
業
を
始
め
て
刊
年
目

を
迎
え
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
で
は
「
事

業
方
針
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
利
会
的
に
な
ん
ら
か
の

形
で
た
め
に
な
れ
ば
と
奉
仕
活
動
を

し
て
い
る
も
の
で
す
。
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

( 2 ) 

こ
う
し
た
奉
仕
活
動
に
先
生
方
は
、

「
今
、
股
繁
期
の
一
番
い
そ
が
し
い

時
則
に
も
か
、
わ
ら
ず
毎
年
忘
れ
ず

に
き
て
く
れ
て
助
か
り
ま
す
。
」
と
却

し
て
い
ま
し
た
。

• • 

6
月
8
日
ス
ポ

l
y
大
学
が
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
削
催
さ
れ
ま
し

た
。
泌
H
は
「
地
域
ス
ポ
ツ
の
進

的
方
」
と
起
し
て
話
し
が
あ
り
、
ス

ポ
l
y
指
導
只
‘
ゲ

l
ト

ボ

ル

ク

ラ
ブ
の
人
連
判
人
あ
ま
り
参
加
、
執

心
に
聞
き
い

っ
て
い
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
、

J
h
近
は
、
自
分
さ

え
楽
し
け
れ
ば
と
パ
う
ス
ポ

y
愛

好
者
が
噌
え
て
き
て
い
る
:
向
分
さ

え
ス
ポ

1
y
が
で
き
れ
ば
、
自
分
さ

え
う
ま
く
な
れ
ば
e

と
日

っ
た
傾
向

講

師

に
な

っ
て
き
た
。
今
、
地
域
に
求
め

ら
れ
る
も
の
は
、
サ
の
よ
う
に
ふ
れ

あ
い
が
な
く
な
っ
た
。

ス
ポ

l
y
を
広
げ
る
な
味
、
活
動

の
し
か
た
を
考
え
た
い
。
地
域
に
似

ざ
し
た
、
支
え
る
土
台
が
必
要
だ
。

住
民
生
活
で
あ
り
、
地
域
が
盟
か
で

な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
参
加
す
る
人

が
い
な
け
れ
ば
発
展
は
な
く
、
ス
ポ

l
y
を
通
じ
て
、
町
づ
く
り
、
地
峡

づ
く
り
で
あ
る
。
過
疎
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
活
気
あ
る
も
の
に
し
た
い
も

の
だ
。ス

ポ

l
y
を
進
め
る
突
破
口
と
し

日
本
体
育
大
学
教
授

森

て
施
政
利
川
町
考
え
方
で
あ
る
が

日
本
円
相
会
体
育
施
設
は
な
い
な
い

づ
く
し
で
あ
る
。
が
、
学
校
施
設
に

つ
い
て
は

世
界
的
に
類
の
な
い
ス

ポ
ン
施
設
が
強
附
さ
れ
て
い
る
。

昔
の
学
校
は
地
域
文
化
の
拠
点
施

設
で
あ
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
的
要
素
が

強
か

っ
た
。
地
域
ス
ポ

l
y
肉
体
内

は
、
小
学
校
単
位
で
考
え
た
い
。
こ

れ
ぐ
ら
い
の
単
位
で
あ
る
と
、
議
れ

が
ど
ん
主
ス
ポ
ー
ツ
が
特
立
で
あ
る
と

か
良
く
わ
か
る
;
た
ま
り
場
。
的
な

も
の
が
必
要
だ
。
学
校
施
設
が
地
域
に

議
け
、
」
ま
な
い
な
織
的
な
も
の
が
あ
る
。

話
し
で
あ
る
が
、
学
校
で
父
母
の

会
議
の
時
に
、
酒
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を

持
ち
こ
み
会
議
を
聞
く
、
そ
の
方
が

本
椴
が
H
十
〈
出
る
。

い
き
す
ぎ
で
は

こ
ま
る
が
|

|
。
ス
ポ

l
y
の
坊
と

し
た
り
‘
何
ん
に
で
も
利
用
す
る
ζ

と
で
あ
る
。
お
し
ゃ

べ
り
会
を
や
る

こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
同
じ
境
遇
の

人
達
の
集
ま
り
、
た
ま
り
場
的
な
要

紫
が
必
要
だ
.
ふ
れ
あ
い
が
大
切
で

I
 

l
 

--，， 

貞

夫

あ
る
。

H
本
の
施
設
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
に
こ
だ
わ
る
わ
け
で
は
な
い
が
集

ま
る
芽
囲
気
づ
く
り
で
あ
り
、
あ
り

方
で
あ
る
。
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

円
相
切
で
あ
る
-
』
と
で
あ
る。

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
を
い
か

に
育
て
る
か
で
あ
る
。

自
分
述
が
地
域
ス
ポ

l
y
の
主
人
公

に
な
る
か
で
あ
る
。

①
誰
れ
で
も
が
ス
ポ

l
y
の
楽
し

さ
を
味
わ
え
る
技
術
能
力
を
育
て

る
、
」
と
で
あ
る
。

②
仲
間
づ
く
り
、
ク
ラ
ブ
組
織
の

辿
泊
能
力
で
あ
る
。
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
が
山
来
る
こ
と
で
あ
り

地
域
活
動
の
発
展
に
つ
な
が
り
、

仲
間
づ
く
り
で
あ
る
。

③
線
科
目
個

指
導
引
例
を
自
分

逮
で
立
て
る
。
自
分
達
で
技
術
、

指
導
の
計
画
づ
く
り
.
指
導
者
の

役
州
、
後
継
者
づ
く
り
、
ス
ポ
ー

ツ
指
持
者
向
自
立
で
あ
り
、
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
分

組
し
て
や
る
こ
と
、
そ
れ
を
自
分

述
で
考
え
る
・
」
と
で
あ
る
。

④
外
的
条
件
の
獲
得
、
克
服
で
あ

る
が
ス
ポ
ー
ツ
の
条
件
を
ど
の
よ

う
に
広
げ
る
か
で
あ
る
。
ま
ず
施

設
の
後
得
で
あ
る
。

技
術
ば
か
り
で
な
く
、
全
体
的

川
叫
が
で
き
る
よ
う
に
自
分
を
育

て
る
こ
と
で
あ
る
。

指
導
者
は
相

手
に
よ
っ
て
、
ど
う
あ
る
べ
き
か

を
判
断
し
、
指
特
に
当
た
る
こ
と

で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
誕
生

期
、
成
長
期
、
第
一
次
安
定
期
、

発
展
期
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
迩
仙
山

形
へ
、
ク
ラ
ブ
臼
治
の
雌
立
、
協

同
に
よ
る
成
長
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
は
‘
航
み
重
ね
で
き
る

出
動
ス
タ
イ
ル
の
雌
立
が
必
裂
だ
。

皆
ん
な
で
決
め
て
、
皆
ん
な
で
実
行

す
る
こ
と
だ
。
守
れ
な
い
ル
ー
ル
は

つ
く
ら
な
い
こ
と
だ
。
事
実
に
基
づ

き
論
議
す
る
こ
と
、
批
判
と
#
慨
は

述、ヮ
。
何
ん
の
た
め
に
品
し
あ
い
を

す
る
か
で
あ
る
。
郁
実
に
よ

っ
て
方

向
づ
け
、
前
動
記
録
指
特
記
録
音

つ
け
、
総
括
の
し
か
た
、
計
画
、
方

針
を
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。
変
一見
が

多
い
と
反
行
が
山
来
な
く
主
る
。
新

ら
し
い
方
針
づ
く
り
の
た
め
に
も
秘

み
重
ね
が
大
切
で
あ
る
。

地
域
ス
ポ
l
y
指
持
者
、
体
育
指

導
員
、
職
円
以
町
生
き
が
い
、
や
り
が

い
で
あ
る
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、

]
 

出
合
い
.

J
れ
あ
い
、
わ
か
ち
あ
い
、
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の
租
を
蒔
い
て
い
る
人
で
あ
る
。
育

τる
人
の
芯
ぴ
、
苦
し
み
.

地
域
で

の
人
絡
と
生
活
ま
る
ご
と
の
ふ
れ
あ

い
で
あ
る
。

ス
ポ

y
が
総
て
で
は
な
く
、
品

し
あ
い
、
ふ
れ
あ
い

が
あ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
連
体
感
が
う
す
れ
て

い
る
現
杭
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
辿

携
を
闘

っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
仲
間

つ
く
り
が
大
切
で
あ
る
。
」
と
の
講
演

が
あ
り
、
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

「
土
、
日
間
日

の
学
校
は
、
子
供
向

戸
す
ら
し
な
い
。
淋
し
い
こ
と
で
あ

る
。
種
々
の
行
事
で
つ
な
が
り
を
持

っ
て
行
き
た
い

J
と
の
話
し
ゃ
会
費

制
度
の
愉
み
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

講
師
か
ら
更
に
、
「
ス
ポ
ー
ツ
に
は

人
に
よ
っ
て
来
し
み
方
、
や
り
方
が

あ
る
。
競
技
、
競
争
中
心
の
入
、
健

康
、
美
容
、
娯
楽
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
咋
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
.
ア
マ
チ

ュ
ア
に
は
引
退
は
な
い
。
上
手
な
人

が
い
て
、
下
手
な
人
が
い
て

7
ラ
フ

が
成
り
立
っ
て
い
る
。
技
術
リ

l
ダ

高
さ
お
メ
ー
ト
ル
以
上

観
光
資
源
の
目
玉
に
/

ζ

の
沌
は
、
同
年
比
けい
林
山
唱
が
林
道

を
新
設
し
た
祈
り
に
発
見
さ
れ
た
も

の
で
す
。

制
川
町
升
村
さ
ん
の
道
案

内
に
よ
り
引
地
に
行

っ
て
き
ま
し
た

が
、
場
所
は

町
道
加
川
線

(F
ハ

カ
イ
7

y

プ
川
)
坂
上
る
こ
と
約
日

キ
ロ
の
地
凸

に
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
上
品
ひ
げ
川
に
あ
り
、

三
段
に
な

っ
て
お
り
、
も
う

一
つ

は

上
ハ
カ
イ
7

y

プ
川
で
、
お
メ
ー
ト

ル
以
上
の
沌
が
そ
び
え
立
ち
、
水
音

た
か
く
落
下
し
て
い
ま
す
。

主
ん
と
百
っ
て
ら
魅
力
主
の
は
、

一
ヵ
所
に
い
て
州
方
向
沌
を
凡
る
こ

と
が
で
き
る
絶
好
な
場
所
に
あ
る
こ

と
で
す
。
俗
化
さ
れ
な
い
大
自
然
の

中
で
悠
然
と
流
れ
即
時
ち
て
い
る
織
は
、

ま
さ
に
神
秘
そ
の
も
の
で
す
。

取
材
に
あ
た
り
、
観
光
地
的
な
も

の
に
す
る
の
で
な
く
、
そ
う
と
し

て
お
き
た
い
気
が
し
ま
し
た
が
、
将

来
的
に
は
、
今
金
川
町
内
然
観
た
資

源
の
目
玉
に
な
り
そ
う
で
す
。表紙写真の左 側にある 三 段，竜
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検診を受けて明るい家庭づくり

， 

項 目 出ていただ〈方 実施す る目 時 問 対象地 E 実施会場 備 考

事ZZ接室 財掛人人科渦30局長以仁町 .， n幽 M1畠2A:H0000-』骨2叫2fr:1時3380 間 全 地 区 町民センター

① 噛 It ン検民会 30Ut柑
ロプゲン畳f.f時間

YリIjYk ゲン棚田成以」の 7・00-8:00 " " 
l'J)プゲン積。 31日{村

7 nσ。 .I!;人t，';¥tll:センター

14 nun 町民センター

② 鍛 flI 高 イ缶 u 民 10: 00-15: 00 " 地，.(;相品 ・1Y曲折持

21 nU!l .I!;人tl+';枇センター

28日UD 町民センター

③ 妊(I母 婦親 制井l 組誠) H お沿 グ〉 }J 8 n同
受付lI.y， HU 

" 
H 

愉l<.岨ul1i陪，'1..九割，・U湖正

12: '15-14: 00 .針4 似縫う位持行r.~ “fHI託吟

干し 児 ，11 ;棄 '1.:桂 6 ・9.，.n 'N. 保健指導

@ IOII(村 '2 f.J時 U¥J
" 12: 30-13: 00 " 

l必 6ヶ I1山地諸 '1:1去1.71阜、 I.Ri岩山 耐ぽ川栄Jd事療情、4fJ、1科f~医也師指導設

⑤ 韓 耐 惜 ・4ぞJ、 雌a猷吋ZがL，て，..い・6“で会tい，，"絹2HtUいわL 11 nt制 13・冊-15:00 " " カごぜ判必1生Tfでされする}Jは 1 キ1
柑品輔副で んでいる H

n 山 μ降 11~ 3 ケ I1 児 39E3i0j -U1年0:0間0 身体，ij"制、保醐指導IX

@ 17日(村 " " 師による"矧tfll!村百

1l 児 岨 .~ .，、 7‘ 10.12'T日児
受付 l時間 持神経ド
12: 30-13: 00 

⑦ 無 I~ J也 l三巡阿占抑 出111.!I 11 !f.JaJメtl，u: 17口刷
呈[寸 II.~附l 叩111. {i手口 jド 盟問 '1:: i品卸 料J出科金目 IUH千
H : 00-15 :∞ 情科

@ JI~ '足 阻 μ士 2 T J1と25日以上の乳児 24日制 13: 00-14 : 00 J託 t也 |正 今金保随所 コl同町 X 臨写山

@ モデル地l豆地S(一次) 成人打で{j;ql(i全日 29日凶 受付叫川口川地「三世間 '1 泊釘14tiLi停車測定、血II:
9:30-10:30 制定以枝先、血椛憤

⑦ 月号

ー
と
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
分
け
る
べ

き
で
あ
る
。
干
手
な
人
、
弱
い
人
で

も
発
-J
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

必
要
だ
。
地
域
に
ス
ポ
ー
ツ
の
花
が

咲
く
こ
と
を
願
う
。
」
と
つ
け
加
え
て

い
ま
し
た
。

|社会保険事務相談所の開設 |

7 JJ 22日

午前 9: 30-午後 4 : 00 

役場会議室

町民福祉課国民年金係

@開催日時

。開催場所

( 4 J 

|第23回家畜共進会開催のお知らせ |

7月24日 10時

今金町家畜市場

多数t~.陳準備をしてください

役場農林課畜産係

き

ところ

と

-・句 、

(. (e 「
街
角
の
話
題
」

か
ん
の
ん
竹
に
花
が
咲
く

6
月
4
日
山
田
政
光
さ
ん
(
大

和
町
)
庁
ら
「
竹
に
珍
ら
し

い
花

が
咲
い
て
い
る

J
と
の
電
話
連
絡

を
受
け
、
早
速
か
吋
つ
け
ま
し
た

と
こ
ろ
、
。
か
ん
の
ん
竹
e

背
丈
羽

田
前
後
の
も
の
で
、
購
入
し
て
ロ

年
目
に
屯
る
そ
う
で
す
が
、
竹
に

花
が
咲
く
の
は
今
年
初
め
て
の
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

話
し
に
よ
り
ま
す
と
「
牢
ん
の

ん
竹
町
花
は
‘
制
年
一
一
世
咲
く
か

咲
庁
な
い
か
わ
か
ら
な
い
と
話
し

に
聞
い
て
い
る
a

だ
か
勺
一
生
に

一
度
見
る
ニ
と
が
出
来
る
か
E
う

か
で
あ
る
。
花
が
咲
〈
こ
と
事
態

が
と
っ
て
も
珍
ら
し
い
そ
う
で
す
。

あ
ま
り
珍
勺
し
い
と
言
う
の
で
百

科
辞
典
を
調
べ
て
見
ま
し
た
が
花

が
咲
〈
と
は
い
て
い
な
か
っ
た
U

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
「
宮

下
種
苗
庖
」
に
問
い
合
わ
せ
て
み

ま
し
た
と
こ
ろ
、
「
私
の
知
っ
て
い

る
範
囲
で
は
、
か
ん
の
ん
竹
町
葉

に
白
い
線
が
入
り
花
が
咲
〈
こ
と

は
珍
ら
し
い
ニ
と
で
す
。
竹
は
、

一
般
的
に
は
観
葉
植
物
で
あ

η
、

花
が
咲
〈
と
か
咲
か
せ
る
も
の
で

は
ヰ
い

。
た
た
、
植
物
の
現
象
と

し
て
、
花
が
咲
〈
こ
と
に
よ

っ
て
、

世
代
交
代
の
時
期
に
き
て
い
る
と

も
君
、
え
る
。
」
と
話
し
て
〈
れ
ま
し

た
。山

田
さ
ん
の
家
族
は
、
親
子
5

人
家
族
で
「
か
ん
の
ん
竹
」
町
手

入
れ
は
、
主
人
と
奥
さ
ん
が
愛
情

を
ニ
め
て
管
理
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

( 5 J 



ー
、
趣

旨

防ごう非行助けよう立ち直り E
ナイスキャッチふ・れ・あ・い

うれしかったこと。悲しかったこと。苦しかったこと。

若い心はゆれています。今の気持ちをあなたに 。

少年非行は社会を映す鏡です。

少年非行は、少年を取り巻く社会的条件や環境の変化を敏感に反

映すると 言われています。

今の非行ヵ!U;I(し出 しているのは、社会のどんな姿なのでしょうか。

5
月
日
日
付
を
も
っ
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
発

令
が
あ
り
ま
し
た
。

阿
知
波
公
子
さ
ん
(
八
幡
町
)

吉
田
正
恒
さ
ん
(
八
幡
町
)

• • 

刑法少年に占める初尭型非行の割合(昭和60年)

初.噌非行と体~IL るJj引き

オートバイ磁 “"・盛 内
“自民民物繊鋪等がfW.1t!.少年
全体に市める桝合"ω，nで

、ーれ寧での紬おです.
~ l; 白布陣拠物構鮒の"細

剣助;，WtiJ艇のf!')過少です

( 6 ) 

脳卒中後遺症患者の巡回訓練指導実施について

在
宅
脳
卒
中
忠
君
の
問
機
能
の
平

いじめに起因する事件の認知件数(昭和60年)
樋制わいぜっ，.

，幸

刑法犯少年目補導状況の推移

.泊，件
強要"件

期
回
復
を
図
る
た
め
、
在
宅
忠
者
及

び
そ
の
家
艇
に
対
し
機
能
訓
練
方
法

身
障
手
帳
の
手
続
、
補
装
具
類
等
の

指
導
を
行
、
ヲ
。

2
、
対
象
者

在
宅
の
脳
卒
中
後
遺
症
忠
者
で
歩

行
等
が
あ
る
桂
皮
可
能
な
者
及
び
そ

の
家
族

3
、
指
導
内
容

血
圧
測
定
、

言
語
、
精
神
、
よ
肢

下
肢
等
の
機
能
横
査
、
訓
練
指
導

医
師
の
診
察

そ
の
他
事
務
指
導

111:1.: M~'り抑制にμ

4
、
実
施
医
療
機
関
名

社
団
法
人

北
海
道
社
会
事
業
協

繍繍U~Ó

会
洞
爺
病
院

5
、
日

時

断細川"日"路舗"舗"“‘

町相関年中の例U，犯で網棚き札た少年

1~19万 1 ， 111人で耐年に比べ 1 ， 452

人柄伽 して h ます. 人 llJtでI~ . r，β6 
人に 1人の澗介ともります.

7
月
目
日

(木

午
前

9
時

1
午
後

3
時

6
、
会

場

道
で
は
、
道
民
の
皆
さ
ん
か
ら
暮
勺

L
向
き
や
暮
勺
し
の
実
感
主

と
に
つ
い
て
調
査
、
道
政
的
資
料
と
い
た
し
ま
す
。

調
査
日
は
七
月
上
旬
こ

ろ
、
道
内
1
、
8
0
0
人
(
無
作
為
抽
出
)

の
方
向
お
宅
に
悶
査
員
(
委
託
操
者
)
が
う
か
が
い
ま
す
の
で
こ
協

力
く
だ
さ
い
。

京
お
問
い
合
わ
せ
は
、
北
海
道
総
務
部
知
事
室
広
聴
課

s
o
l
-
-
2
3
1
1
4
1
1
1
(内
線

2
1
3
6
)

へ

今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

7
、
料

金

舞

事ヰ

• • 
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(図書館だより )
i ・教育図書 1 

1 江幡 玲子=少女たちの性 i 
j 鶴 見 側 面 = 家 の中の広場 i 
l 中山 美徳=透明でいるよ l 
i 平井 情義二子供の能力的兄つけ}J仰 し/j
l 償森サチ子=つまづかないで一年生 i 
i 佐蕗 洋子=子を持つ女が柿〈時 i 
l 川端 利彦 ~Cf 育ては育白から ! ;神戸…一一 ; 黒岩 秩子=へピも毛虫もおともだち

戸臼 唯生=子どもの目子どもの芽 1 
1 菊地 澄子=母と娘の自主戦争 1 
1 石井守=

=家族それぞれの自立 j 
l 石 井 郁 子

i 石田 春男=心の世界から j 
t>湖 輝 ~ H 父甘ほの時代 l 

i 川端 利彦=ひとりひとりの干ども j 
i 渡辺怜子(!R)~父から子どもたちへ l 
i 丘，軍静也(訳)~教育としての遊び j 
l 吉岡たすく=子供は話が大好き l 
i 中江 和江~H 本人的子行て再発比 i 
i 久徳 重盛=ひとりつ干の1'1て}j

j 愛原由子(訳)~本当の愛をどう伝えるヵ、 ! 
: ・一般図書

j 松本 青張~1iL灯(上 F)
高橋 治=夜光よ~.lbrll

l 阿刀田高=迷い道 i 
赤松 貞雄=点候秘占官機密 11J.主 ‘ 

i 宮本 輝ニ夢見通りの人々 j 
i 北方 雄三=われらが時の輝き 1 
1 井狩春夫=返品のない n111' u 

1 鐸地久枝=心だより l 
i 永原 利子=おんなの昭和史 i 
l 田島 征彦=くちたんぱのんのん記 ; 

! 大和 洋子=微笑を下さい j 
l 天野 忠=夫射のri像 ! 
i 村上制作凶転木!日のデソトヒート : 

l 高樹のよ子=街角の法延 i 
i 山本 夏彦=不訟のことば ! 
! 瀬戸内晴美二ばんたらい l 
i 大 西 赤 人=l;診断h-

l 戸川エマ ~-J閉会J少 i 
i 野田 秀樹~I凶転人形 i 
j 諸橋脚~-t 二叩 ! 

石橋 武彦=チャンスの女神の前史をつかめ i 
遠路雅子=生命ありがとう i 
三浦 哲郎=白夜を旅する人々 1 

1 米谷ふみ子=過越の祭り l 
j 田井 洋子ニ女のいろは板 1 

稲畑汀子=風の去来 i 
j 青木雨彦=引の帰り道 j 
i 室 披ニ=踊る地平線 ! 
; 千田 夏光=麻美子先生 ‘ 
， ・児童 図書 l 
j 子供科学図=全判巻 1 

社会的絵本=全30巻 ! i uMよみ名作 =全45巻 ; 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一_.>

。g略 。g。住民の動態。gゆや

1l'R 川j

末広 仰1
I=I ;fi 
rH 仰l
大布I1111 

平畳 JiI 
I打 開I
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A 申冊 r"r 

長女)

長9::)

2 9}) 

長男)

3 t<:) 

291) 
長男)

2女)

長男)

5Jl末現在

1両月占Ht

8，435 (-9) 

4，094 (- 7) 

4，341 (-16) 

2，569 (-5) 
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附

川

市

八

市

鈴
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80議
貯蔵

79議

79歳

80議

自画おくやみもう しあげます

5 JJ 2 U 

5 ) J 12 tJ 

5 J J 26日

5 n 2711 

5 J-J 28 1] 
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町i f 
ユキエ

4欣 快

主E
些山J

三 且f)

谷

雌

H
A
K中
川

必
川
V

北
山
岬
前
山

昭
和
引
年
度
毎
日
農
業
記
録
賞
生
活
記
録
を
募
集

明
る
い
未
来
を
拓
く
ぬ
村
生
活

記
録
ー
ー
の
作
品
を
次
の
通
り
募

集
し
ま
す
。

。
応
募
資
格

段
業
を
営
む
か
、
内
同
業
に
関
心

を
待

つ
例
入
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

O
作
品
枚
数

棚
ρ
f
治
的
原
稿
川
紙
川

i
初
校

以
内
(
川
ポ
ル

ペ
ン
仙
川
)

。
作
品
提
出
先

住
所
(
屯
日
)
、
氏
名
、

職
業
、
性
別
を
明
記
し
、
引
年
8

月
末

H
ま
で
に

函
館
市
梁
川
町
2
の
3

毎
日
新
聞
函
館
支
局
ま
で

。
賞品

優
秀
抗

(
5
編
)
初
万
円

優

秀

抗

(

同

制

)

5
万
円

優
良
れ
(
刊
日
編
)

1
万
円

。
入
賞
作
品
発
表

t
t
ド

r
ia-LH'
・u忌ゅ
，，
f
N
U
付
川
氏
l

じ

6
1
1
1
g
f
f
I
3
H
ま
;

。
著
作
権
(
作
品
は
返
却
し
な
い
)

曲b

(7) 



7月の休日当番医

合④ 5011 

公②o3 2 4 

2②o 2 2 1 

2④ 532 1 27日

風水害

その時の心得

世家屋町補強は早目に 。

300円回証票単価

-煙突、看板などは頑丈に L予約制(官製往復ノ、ガキか園発売方法

ばりつ吋る 。
庖頭予約券による申込)

平病院(北檎山町)

富田医院(今金 Iiln

今金町国保病院

北袷山 plJ国保病院

6日

13日

20日

昭和61年度市町村

振興宝くじ発売に

ついて

ぐ

-家の周辺の排水をよくして
7月15日-24日固予約期間

おく 。

-窓ガラスには、セロハンテ

一プやヒニ Jレテ プをはっ

て害jれないように工夫する 。

干 100東京中央郵便局留置

ハガキ l枚につき 20枚まて

第一勧業銀行宝くじ部

込先

固購 入 枚 数

園 申

-風に揺れる電線が樹木や屋

根にふれると危険です。 早め

に点横 Lておきましょう 。
9月19日回抽せん日

61年 9月24日~金

問

ん

期
せ

払

当

支固

7
月

B
目

8月22-9月 5回全国宝

〈じ売場

tいつでも避難できるように

-非常食品。 せめて 2- 3日

分は確保 Lま Lょう 。8日本5千万円等l 

園引換期間

62年 9月23日まで

園当 せ ん 金

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場

-飲料水。 赤ちゃんのいる家16日本1千万円l等前後賞

庭は粉ミ Jレ?を溶力、す水を忘7，92日本5万円1等組違い

れずに。1，600本50万円等2 

レインコ 卜-下着、靴下、1，60日本10万円等3 

も用意。48，00日本l万円等4 

lメ ー 卜Jレほ-ロプ、帯、480，00日本3千円等5 

とーの二ノ工にする棒を準備 Lてl千 6百万本3百円等6 

おくと助か ηますoデラ /7ス・カー賞(特 別 賞 )

8百 万 円 480本

-
第
羽
田
衆
議
院
議
員
総
選
挙

-
第
同
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

総
選
挙
投
票
日

7
月

6
日

で
す
。
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

制
②
0
4
t
a
l
A
I
番

( 

ファミリー 力 一賞 (特別賞)

3百 万 円 1，600本

この宝くじの収益金は、市町村の災害対

策と明るく住みよい街づくり等に使われ

( 8 1 

ます。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
臆
係


